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国際会計の導入スケジュール in China 
 

 OVTA の「セミナー＆相談」業務と「海外コンサルティング」業務を利用して、中

国現地法人に会計システムを構築いたします。 
 

Ⅰセミナー・相談業務：中国経営・会計の知識を取得するため、基礎・一般論に

なります。 
 

対照 内容 詳細：チェック項目 

Ⅱ 

個別相談：

日本本社 

・ 打合せ 

・ 現状調査 

 

⇒解決方法

を提案 

2～3回 

：2時間 

 

4回～ 

・ 勘定科目：内容＆№ 

・ 現金／銀行日報表 

 ：翌日10時「小切手№、外貨」 

・ 決算財務諸表 

・ 固定資産償却費リスト 

 ：翌月初日「数量、単価」 

・ 内訳表 

 ：翌月15日「日付、内容、予定日」 

・ 会計関連の社内規定 

＊ 会計のポイントとして、摘要の名称・単価・数量、と補助№の設定になりま

す。P/Lから開始して、B/Sの各勘定科目の内訳までもチェックします。 

  ：可能ならば、問題点を明確にして、その解決方法を提案します。 

◎ 中国現地法人の提出書類や報告内容から多くの事柄が判断できますの

で、状況が悪い・厳しいと日本での業務時間が長くなります。 

◎ Ⅰ・Ⅱでは、セミナー開催形式でもOKです 
 

対照 中国現地法人での「PC入力者」を確定させる 

Ⅲ確認・実地： 

中国現地法人 
PC入力 

・ 会計データの入力×3ヶ月間 

・ 単一形式 

・ 仕訳チェック 

＊ 約 1 週間の予定として、修正・追加業務を提案します。会計業務が完成する

までの【必要な期間】を予想できます。 

＊ 会計ソフト：デモ版『3ヶ月間限定』を使用します。 
 

◎ 雇用保険に加入していますと費用に関しては、補助されます！ 
 

≪問合せ先≫      OVTA（海外職業訓練協会）東京事務所：03-5512-8601 

 ㈱葵ビジネスコンサルタンツ：03-3775-1220 



＊雇用保険に加入している法人の費用になります 2007/4/1～
＊Ⅰ＆Ⅱは申込後、「約1週間」になります

＊Ⅲは申込後、「約1ヶ月間」になります

＊年間とは、4月から翌年の3月までになります ㈱　葵ビジネスコンサルタンツ

期　間

：1社・年間

I 相談・セミナー
OVTA
／㈱葵BC

Ⅱ 打合せ・現状調査
日本本社
／㈱葵BC

皿 中国コンサル 現地法人 30時間以内 報告書

＊交通費
＊ホテル代
：現地＆
成田(前泊)

直接契約
&支払

直接支払交通費

場　所

6時間以内 報告書

OVTAのアドバイザー業務

提出書類
費　用

：クライアント
支払方法


